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１．はじめに
　Phoca vitulina（英名： harbor seal）は北半球に
広く生息する小型の陸上繁殖型のアザラシであり, 
生息域によって５亜種に分類されると考えられてい
る（Saughnessy & Fay 1977）. 本種の一亜種である
ゼニガタアザラシ（Phoca vitulina stejnegeri）は北
海道から千島列島およびカムチャッカ半島に分布す
る集団であり, 北海道では襟裳岬から根室までの東
部太平洋沿岸域を生息域とする（King 1983； 新妻・
羽山 1986）. ゼニガタアザラシには沿岸定着性があ
り, 「上陸場」と呼ばれる特定の岩礁帯に上陸し, 出
産・育児, 休息, 換毛などに利用することが知られて
いる（新妻 1986）. ゼニガタアザラシは1940年頃に
は北海道東部太平洋沿岸地域に少なくとも1,500頭
以上は生息していたと考えられるが（犬飼 1942）, 
1960年代末から1970年代初頭には狩猟などの人為的
影響により個体数が激減し, 危機的状況にあること
が明らかとなった（伊藤・宿野辺 1986）. その後, 海
獣談話会によって繁殖期（出産時期）である５－６
月における個体数調査が1974年から開始され, 1983

年からは, 年間で最も上陸個体数が多くなる傾向の
ある換毛期（８月）にも個体数調査が開始された

（Kobayashi et al. 2014）. これらの調査は帯広畜産大
学ゼニガタアザラシ研究グループなどのボランティ
ア調査員を中心として現在まで継続されており, 本
種の全生息数を示すものではないものの, 北海道に
おけるゼニガタアザラシの生息数の変動を示す指標
として用いられている（北海道 2006）.
　現在, 北海道で定期的に調査されているゼニガタ
アザラシの上陸場は大きく４地域に分けられる（刈
屋ほか 2006； Kobayashi et al. 2014）. 厚岸地域は
約200頭のゼニガタアザラシが生息しており, 日本
で２番目に多くのゼニガタアザラシが生息する地域
である（刈屋ほか 2006； Kobayashi et al. 2014）. 本
地域は大黒島および本島沿岸部の近接した３つの岩
礁地帯（厚岸Ａ・厚岸Ｂ・厚岸Ｃ）の４つの上陸場
で構成されている. それらの上陸場のうち, 厚岸Ｂ
は1997年から繁殖期の, 1998年から換毛期の個体数
調査が行われており, 厚岸Ｃは1998年から繁殖期の, 
1997年から換毛期の個体数調査が行われている
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Seasonal changes in haul-out sites of Kuril harbor seal （Phoca vitulina stejnegeri）
at the coast in Akkeshi, Hokkaido, Japan

Summary
　　　　Population surveys of Kuril-harbor seal （Phoca vitulina stejnegeri） were performed on two haul-
out sites （Akkeshi B and Akkeshi C） in Akkeshi area of Hokkaido, Japan from 2010 to 2016 for ascertain the 
seasonal change of the number of their landings on the sites. Kuril-harbor seals distributed at Akkeshi B during 
the breeding season （from May to early June）, while they hauled out at Akkeshi C during molting season （from 
late June to October）. Along with the population survey, individual identification was performed on the basis of 
their patterns of rings on their pelage in 2015. Six identified individuals were observed at the both haul-out sites, 
and five of them were observed at Akkeshi B during the breeding season and at Akkeshi C during molting 
period. These results suggested that Kuril-harbor seal in the Akkeshi area changes haul-out sites from Akkeshi 
B to Akkeshi C seasonally as in the case of Uekane et al. （2012） suggested previously.
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調査年 季節 調査期間 厚岸B 厚岸C 引用文献
2010年 繁殖期 5月3－5日 41 (5) 0 𠮷𠮷田ほか（2011）

5月9日 0 － 林（2011）
5月23日 1 (0) － 林（2011）
5月29－31日 74 (12) 0 𠮷𠮷田ほか（2011）
6月13日 － 0 林（2011）
6月20日 13 － 林（2011）
6月27日 23 42 林（2011）

換毛期 7月11日 0 15 林（2011）
8月1日 0 14 林（2011）
8月9日 － 58 𠮷𠮷田ほか（2011）
8月29日 － 45 林（2011）

秋期 9月5日 0 21 林（2011）
9月12日 0 22 林（2011）
5月21－26日 0 52 𠮷𠮷田ほか（2011）
10月2日 0 7 林（2011）
10月11日 0 0 林（2011）
10月17日 0 10 林（2011）
10月24日 0 7 林（2011）
11月3日 0 1 林（2011）

2011年 繁殖期前 4月30日 24 (5) 0 －
繁殖期 5月7日 33 (4) － －

5月14日 10 (0) 0 －
5月21日 59 (10) 0 －
6月4日 13 (1) 0 －
6月12日 56 (6) 0 －
6月18－20日 25 10 柴田（2015）
6月25日 2 27 －

換毛期 7月2日 0 72 (9) －
7月9日 0 38 (0) －
7月23日 0 31 －
7月30日 0 47 －
6月14－16日 0 37 柴田（2015）
8月20日 0 0 －

秋期 9月11日 0 0 －
9月25日 0 2 －
10月1日 0 1 －
10月10日 0 20 －

2012年 繁殖期 5月19日 34 (8) － －
5月20日 40 (9) － －
6月3日－7日 55 (8) 0 柴田（2015）

換毛期 7月14日 － 22 －
7月15日 － 24 －
7月29日 － 20 －
8月18日－23日 0 － 柴田（2015）

秋期 9月16日－18日 0 20 柴田（2015）
2013年 繁殖期 5月4日－5日 24 (4) 0 柴田ほか（2015）

5月25日－6月2日 60 (18) 0 柴田ほか（2015）
換毛期 8月16日－23日 2 8* 柴田ほか（2015）

2014年 繁殖期 5月3日－5日 24 (3) 0 川口ほか（2016）
5月25日－29日 46 (5) 0 川口ほか（2016）

換毛期 8月24日－28日 4 61 川口ほか（2016）
秋季 9月27日－29日 0 5 川口ほか（2016）

2015年 繁殖期 5月3日－5日 18 (0) 0 井上ほか（2016）
5月16日 21 (7) － －
5月31日－6月2日 48 (3) 0 井上ほか（2016）
6月14日 － 8 (1) －
6月27日 21 (0) 0 －

換毛期 7月12日 0 4 －
7月20日 － 24 －
8月16日－21日 0 48 井上ほか（2016）

秋期 9月24－28日 7 24** 井上ほか（2016）
10月12日 0 0 －
10月31日 0 1 －

2016年 換毛期 8月24日－25日 0 5** －
秋期 9月26日－29日 4 32** －

*厚岸C2のみの個体数を示す。厚岸C1の調査は行っていない。
**厚岸C1, C2およびC3の個体数の合計値を示す。

－: 調査をおこなっていないことを示す。

表１．2010年から2016年に行われた厚岸地域におけるゼニガタアザラシの確認最大個体数

(  )内の数字は確認個体数のうち, 新生仔の個体数を示す。
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図１．
厚岸地域の各上陸岩礁帯の地図（調査地）. パネル B はパネル A の破線領域内の詳細地図を示す .

図２．
厚岸 B および厚岸 C の最大確認個体数の推移 . 各月の最大確認個体数のうちの最大値を示している . 厚岸 C は原則として厚岸 C1 の個体数を示し , 
2015 年の秋期（9 月・10 月）のみ厚岸 C1, 厚岸 C2 および厚岸 C3 の個体数の合計値を示す .
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厚岸B 厚岸C1
5月5日

8月17日
5月5日

8月17日
5月16日

8月17日
5月16日

9月27日
5月5日
6月1日

8月17日
9月26日

8月17日
9月25日
9月26日

AZ1503

AZ1504

AZ1505*

AZ1506

*斑紋の例として図3に示した個体

表２．2015年において個体識別されたゼニガタ
アザラシの各上陸場における観察日

上陸場
個体番号

AZ1501

AZ1502

（Kobayashi et al. 2014）. 例年厚岸Bでは繁殖期に50
頭前後のゼニガタアザラシが観察されるにも関わら
ず, 換毛期にはほとんど確認されない。一方, 厚岸Ｃ
は繁殖期にはアザラシがほとんど確認されないのに
対し, 換毛期には50頭前後のアザラシが観察される
という傾向が見られる（吉田ほか 2011； Kobayashi 
et al. 2014）. また, ゼニガタアザラシの斑紋に基づ
く個体識別法を用いた追跡研究により, 繁殖期に厚
岸Ｂに上陸していたゼニガタアザラシの内４個体
が， 同年の換毛期に厚岸Ｃに上陸していることが確
認され, 厚岸地域に生息するゼニガタアザラシは季
節によって上陸場を使い分けていることが示唆され
た（Uekaneほ か 2012）. 本 研 究 で はUekaneほ か

（2012）による調査から10年近く経過した2010年か
ら2016年の厚岸Ｂおよび厚岸Ｃの現状を把握するこ
とを目的に， 同上陸場におけるゼニガタアザラシの
季節による上陸個体数の確認を行うとともに， 上陸
個体の個体識別を行うことでゼニガタアザラシの追
跡調査を行った． なお近年， 従来厚岸Ｃと呼称さ
れてきた岩礁帯周辺域においてゼニガタアザラシが
上陸している新たな岩礁帯（厚岸Ｃ２および厚岸Ｃ

３）が発見されたため， これら新しい岩礁帯につい
ても記載した． これに伴い， これまで「厚岸Ｃ」と
して記載されていた岩礁帯は「厚岸Ｃ１」と表現し，

「厚岸Ｃ」は厚岸Ｃ１、厚岸Ｃ２、厚岸Ｃ３の総称
として扱った.

２．調査地と方法
　北海道厚岸郡厚岸町にある岩礁帯「厚岸B」（WGS 
84： 42°59’ 02.15”N, 144°56’51.16”E）, 

「厚岸Ｃ１」（42°58’ 59.23”N, 144°58’33.20”E）, 
「厚岸Ｃ２」（42°58’ 57.50”N, 144°58’21.23”E）
および

「厚岸Ｃ３」（42°58’ 59.72”N, 144°58’15.72”E）
を調査対象とし（図１）, 2010年から2016年まで調査
を行った. これらのうち厚岸Ｃ２は2013年換毛期以
降, 厚岸Ｃ３は2015年の秋期以降に調査を行った. 
岩礁帯から50から100m程度の距離にあり、岩礁帯
を見渡せる崖の上に設定された観察ポイントから観
察を行った。観察は原則として午前の干潮前後に行
い, １回の観察はごく短い時間で実施した. 上陸あ
るいは周辺海域を遊泳しているゼニガタアザラシを

調査年 季節 調査日付 調査時刻 厚岸C1 厚岸C2 厚岸C3 合計

9月26日 7:30 － 3 (3) 19 22 (3)
9月27日 6:30 10 － 14 24

換毛期 8月24日 12:00 5 0 0 5
6:00 － － 18 18
7:30 － 3 (3) 4 (2) 7 (5)

9月29日 7:30 13 (1) － 19 32 (1)

－: 調査をおこなっていないことを示す.

秋期

秋期2015年

表３．2015年・2016年における厚岸C1, 厚岸C2および厚岸C3における確認個体数の例

(   )内の数字は確認個体数のうち, 遊泳個体数を示す.

9月27日2016年
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観察し, それらの合計を時間ごとの個体数として記
録した（Kobayashi et al. 2014）. 一度の調査期間中
に確認された最大の確認個体数を「最大確認個体数」
とし, 藤井ほか（2009）に基づき各調査期間を繁殖期
前（３－４月）, 繁殖期（５－６月）, 換毛期（７－８
月）および秋期（９－11月）の４つの季節に分けて
記述した（表１）. 繁殖期前および繁殖期は新生仔と
１歳以上の識別が可能であるため原則区別し, 換毛
期以降は原則区別せず記録した. なお, これらの調
査記録の一部はゼニガタアザラシ研究グループの機
関紙「ゼニ研通信」で断片的に報告されたものを含
む（林 2011；吉田ほか 2011； 柴田 2015；柴田ほか 
2015；井上ほか 2016； 川口ほか 2016）. これらの個
体数調査に加え, 2015年は個体識別を目的として上
陸個体の斑紋を撮影した. 撮影した斑紋に基づいて
個体を識別し, 追跡調査を行った.

３．結果と考察
　2010年から2016年の各調査期間中における最大確
認個体数を表１に示した. また, 調査回数の多い
2010年, 2011年および2015年の５月から10月までの
厚岸Bおよび厚岸Cの最大確認個体数の推移を図２
に示した. なお, ゼニガタアザラシの確認個体数は
天候や波高などの条件に左右されやすく, 調査期間
によっても変動するため, 図２では各上陸場におけ
る各月の最大個体数のうち最大値を示している. 厚
岸Bでは繁殖期前から繁殖期にかけてゼニガタアザ
ラシが多く見られ, 毎年５頭から18頭程度の新生仔
が確認されるが, 換毛期以後はほとんどゼニガタア
ザラシが観察さなかった. 一方, 厚岸Ｃでは６月下

旬から７月上旬にゼニガタアザラシが現れはじめ, 
換毛期に確認個体数が最大となり, 秋期にも観察さ
れた（表１・図２）. Uekaneほか（2012）は1998年か
ら2001年の調査により厚岸Ｂにおいて確認できるゼ
ニガタアザラシは６月の繁殖期に最大となった後， 
７月上旬からは一転してほとんど確認できないと報
告している. また, 厚岸Ｃ１ではこの時期から急激
に個体数が上昇しはじめ, ７月下旬から８月の換毛
期にかけて個体数が最大となるとしている（Uekane
ほか2012）.
　2015年に個体識別された６頭のゼニガタアザラシ
について， 厚岸Ｂ・厚岸Ｃ１の両上陸場における上
陸が確認された． これらのうち５頭は繁殖期に厚
岸Ｂで確認された後， 換毛期あるいは秋期に厚岸Ｃ
１で確認された（個体番号：AZ1501－AZ1505）（表
２）. 本 研 究 に お け る 識 別 個 体 の 一 例 と し て, 
AZ1505の斑紋を図３に示す. この個体は右側肩部か
ら腰にかけての斑紋が特徴的である. Uekaneほか

（2012）も1999年に個体識別された４頭のゼニガタ
アザラシについて同様の報告をしている.
　以上から, 厚岸地域のゼニガタアザラシには季節
的な上陸場の使い分けがあり，繁殖期に厚岸Ｂを利
用する個体群が換毛期では厚岸Ｃを上陸場として利
用している可能性が示唆された． またこの傾向は
1998年から2001年にかけての調査結果と同様であり

（Uekaneほか 2012），本地域のゼニガタアザラシに
おいて固定的な行動様式と考えられた.
　Thompson（1989）は ス コ ッ ト ラ ン ド のharbor 
sealが上陸場を季節的に使い分けていると報告して
いる. また, 藤井ほか（2009）は, 北海道浜中町の上

図３．
各調査時期における個体識別写真（個体番号: AZ1505）.
 A：2015年5月5日（厚岸B）, B：2015年6月1日（厚岸B）, C：2015年8月17日（厚岸C1）, D：2015年9月26日（厚岸B）.
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陸場においてゼニガタアザラシの確認個体数に季節
変化があることを報告しており, その要因の一つと
して餌資源の分布の季節変化が影響している可能性
を挙げている. しかしながら, 本研究にて調査した
厚岸Ｂおよび厚岸Ｃは直線距離で２㎞ほどしか離れ
ておらず, 共に沿岸部に位置する上陸場であること
から, 餌資源の季節変化が要因とは考えづらい. 厚
岸Bが繁殖期に顕著に利用される要因として, 新生
仔が比較的上陸しやすい形状の岩礁帯であることか
ら, 育仔期である５月上旬から６月に利用されてい
る可能性がある（Uekaneほか 2012）.
　2015年および2016年の換毛期および秋期における
厚岸Ｃ１， 厚岸Ｃ２および厚岸Ｃ３の各上陸におけ
る確認個体数の例を表３に示した． 厚岸Ｃ２およ
び厚岸Ｃ３はごく最近調査され始めた上陸場であ
り， 情報は著しく不足している． しかしながら， 厚
岸Ｃ２および厚岸Ｃ３の確認個体数が厚岸Ｃ全体に
占める割合は決して小さくない（表３）. 厚岸地域は
絶滅が危惧されるゼニガタアザラシにとって襟裳地
域に次ぐ個体数が生息する地域である（Kobayashi 
et al. 2014）. このことから, 厚岸地域におけるゼニ
ガタアザラシの生態や個体群動態を理解するため, 
同地域における調査・観察を継続する必要がある. 
また, 既知の上陸岩礁帯の周辺沿岸域についても調
査域を広げていくことで, これまでの調査では見過
ごされている上陸岩礁帯が無いか調査する必要があ
る.
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